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ある所に、なかのいい三人兄弟がいました。その三人兄弟は、
イタズラが大好きで、いつもイタズラばかりしていました。今
日も船でイタズラをしていると、船がかってに動き出してしま
いました。それにきづいたこーちゃんは、「わあ！どうしよう！」
といいました。



そして、無人島に着きました。そこで、まず食りょうをさがし
に行きました。ですが、みつかったのは、古いバケツと、飲め
るか分からない水しかみつかりませんでした。



しかし、三人はその水がきけんそうにかんじなかったので、飲
んできました。三人はその水を飲んで、なんと、三人はたおれ
てしまい、目を覚ました時は夜でした。こーちゃんがいいまし
た。「このままじゃダメだわ！イカダを作りましょう！」三人は、
バケツのお風ろに入り、イカダを作ることをやくそくし、計か
くをたてました。



イカダをぶじ、作り終わり、ぶじ帰れました。が、母と父にお
こられてしまいましたが、三人は、とても楽しいぼうけんだっ
たなと思いましたとさ。
おしまい


